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「人文 科 学 とコ ン ピ ュー タ シ ンポ ジ ウ ム 」　 平 成19年12月

T2Map一 時 間 情 報 に特 化 した解 析 ツー ル

　　　関野　樹
総合地球環境学研究所

　 久保　正敏

国立民族学博物館

　年表や グラフは情報 を時系列 に表示す るもの として長年用いられてきた。 もし、これ ら年表や グラフに含まれ

る情報 を同 じ時間軸上に並べるこ とが出来れ ば、異 なるタイプの情報問の関連性 を時間情報に基づいて解析 して

ゆ くことが可能 になるはずである。T2Map(Tlme&Theme　 Map)は 、この ような時 間情報に基 づ く解析を実現する

解析 ツールである。既に、文字列や数値データを表示す るための機能や表示範囲 を選択す るための タイムス ライ

ダ機能な どの実装 を終えてお り、時間情報に基づ くよ り高度な解析機能やHu-Mapを 初め とす るGISツ ール との

連携 について開発 を進めている。本稿では、このT2Mapの 概 要について報告する。

T2Map — A tool for temporal information analysis

          Tatsuki Sekino 
Research Institute for Humanity and Nature

     Masatoshi Kubo 
National Museum of Ethnology

 Chronological tables and graphs are used to express information in chronological order. If 
information in the chronological tables and graphs are arranged on the same temporal axis, it is 

possible to analyze relationships between different types of information based on temporal data. 
T2Map (Time & Theme Map) is a tool to realize the analysis based on temporal data. Fundamental 
functions have been implemented, and are data display (text and numeric information), period scaling 
of data display and text search. Functions of analysis based on temporal data and cooperative 

processing with Hu-Map will be implemented in the future. In this paper, outline of T2Map is 
reported.

1.ま えが き

　地理情報システム(GIS)は 、空間情報に基づ
いて様々な情報を連携させ、それらの関連性から

新たな知見を発見しようとするものである。地図

上に様々な情報を記入してゆくだけはなく、地図

の重ね合わせや位置情報に基づいた様々な解析

が可能である。その有用性は、近年様々な分野で

これらが普及していることからも明らかであり、

空間情報が情報同士を結びつけるための接点 と

して重要であることを裏付けている。

　 これと同様に、時間情報も情報同士を結びつけ

るための接点として重要である。時間情報を伴 う

資料として、人文科学の分野では日記や史料など
の時系列に沿って記述された文書資料が第一に

あげられるであろう。また、美術資料や民族資料

などモノとして存在する資料についてはその制

作年代や利用期間が、写真や映像資料については

撮影 日時といった時間情報が伴っている。自然科

学分野においても、気象などの環境モニタリング

データ、地層の解析から推定される地震、洪水、

津波の災害の記録など、時系列に沿った情報が存

在 している。このように時間情報を伴 う多種多様

な情報があり、また、扱 う時間範囲についてもマ

クロ・レベルからミクロ・レベルまで様々なレベ

ルの時間情報を伴った情報が存在する【1】。これ

らの情報同士を突き合わせることによって、生態

学的 な 分析 や地 域 史 と気 象 の相 互 関係 な ど、単一

の情 報 か らは 知 りえ な い 新 た な 知 見 が 明 ら かに

な って ゆ く可能性 が あ る。

　 しか しな が ら、時 間情 報 に着 目し、あ る期 間 に

生 じた イ ベ ン ト間 の相 関 関係 や 周 期 性 に関 す る

分 析 を行 うこ とが 出 来 る ツ ール は未 だ存 在 して

いな い。多種 多様 な情 報 を 自由 に組 み合 わせ て試

行 錯 誤 を繰 り返 しな が ら新 た な知 見 の 発 見 に っ

なげ て ゆ くため に は、GISの よ うに各 種 の情 報 を

総 合 的 に 取 り扱 うこ との 出来 る ツー ル 、 い わ ば

「時 間情報 版 のGIS」 の よ うな ツール が 必要 な の

で あ る。本研 究 では 、GISの よ うな総 合 的 な解析

環 境 で こ の よ うな 時 間 情 報 に 基 づ い た 解 析 を行

う こ と を 実 現 す る た め 、 新 た な 解 析 ツ ー ル

(T2Map)の 開 発 を進 めて い る 【2】。今 回は 、 こ

のT2Mapの 概 要 に つ いて 報告 す る と ともに、こ

の よ うな ツー ル の応 用 可 能性 や 時 間 情 報 を用 い

た研 究 の方 向性 に つ いて 議論 を進 め る。

2.T2Mapの 開 発 経 緯

　 T2Mapは 、筆 者 らが持 ち 寄 った アイ デ ィ アを

元 に 開発 され た もの で 、TimeとThemeの 両者

を 中心 とす る解 析 ツー ル に した い とい う意 味 を

込 め て命名 した もの で あ る。開発 は2005年 度 よ

り進 め られ て お り、時 間情 報 に 基づ い た情 報 の表

示 ・解 析 に関す る機 能(T2のTimeの 部 分)の
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レイヤ

(数値データ)

レイヤ

(文字列データ)

レイヤー覧

(レイヤ の表示/非 表 示切 り替え と

表示順の操作)

タイムスライダ

(時間軸 と表 示範囲の操作)

図1:T2Mapの 概観

数値 デー タや文字列デー タを表示する機能 や表 示範 囲を選択 するための

タイムスライダな ど基本的な機能の実装を終えている。

開 発 が先 行 して い る。2006年 度 に は大 学 共 同利

用 機 関 法 人 人 間 文 化 研 究 機 構 が行 う人 間文 化 研

究 資源 共 有 化推 進 事 業[3】と して もそ の 一部 を 開

発 した。現在 まで に文 字 列デ ー タあ る いは 数値 デ
ー タ の表 示機 能

、表 示範 囲の 選択(タ イ ム ス ライ

ダ)、 文 字列 デ ー タの簡 易 検 索 な どにつ い て 、基

本 的 な機 能 の 実装 を終 えて い る(図1)。 今 後 は、

後 述 の 時 間 情 報 に 基 づ く解 析 機 能 を実 装 して ゆ

く と ともに 、Hu-Mapな どのGISツ ー ル との連

携 につ い て も検 討 を進 め て ゆ く予 定 で あ る。

3.T2Mapの 特 徴

　 時 間 情報 の解 析 に特 化:T2Mapは 、そ の 機能

を 時 間情 報 の解 析 に特 化 させ て い る こ とが 従 来

の類 似 の ツー ル と決 定 的 に異 な る点 で あ る。時 間

情 報 に基 づ い て情 報 を表 示 ・解 析す る ため の ツー

ル はGISの 分 野 で も 開 発 さ れ て お り 、

TimeMap【4】 をべ 一 スに 構 築 され たHu・Map[5】

な ど、 幾つ か のGISツ ール が 空 間情 報 と時 間情

報 を組 み 合 わせ て表 示 ・解 析す る機 能 を有 してい

る。 しか しな が ら、 これ らのGISツ ー ル では扱

う情 報 が 空 間情 報 を伴 っ て い る こ と を前 提 と し

て お り、空間 情報 を持 たな い情 報 を扱 うこ とが難

しい。 例 え ば、 「世界 大恐 慌 」 はそ の 期 間 を特 定

で き る もの の、そ の場 所 を特 定 す る こ とが難 しい。

また 、 「歴 代 天皇 の在位 期 間 」 な ど、 時 間情 報 を

扱 う上 で の基 本 的 な情 報 も空 間 情 報 を持 っ てお

らず 、GISで 扱 うこ とが 出 来 な い。 この 点 で、

T2Mapは その機 能 を時 間情 報 の解 析 に特 化 させ

る こ とに よ り、空 間情 報 を持 た な い これ らの 情報

を適 切 な形 式 で表 示 し、情 報 間 の関連 性 を時 間情

報 に基づ い て解 析 す る こ とを可 能 に して い る。

　 解 析 ツー ル と して の機 能:T2Mapは 、情 報 を

表 示 す るた めの 単 な る ビュ ワー で はな く、解 析 ツ
ー ル と して の機能 に重 点 を置 い て いる

。従来 もい

くつ か の 年 表 作 成 ツー ル が 研 究 べ 一 ス[6,7,slや

事 業ベ ー ス[9]で 開発 され て い る。 しか しな が ら、

これ らは情 報 を表 示 す るた めの ビ ュ ワー と して
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の機 能 が 主 で あ り、研 究 に資 す る よ うな 十分 な解

析機 能 は持 たな い。 この 点 で、T2Mapで は 様 々

な検 索 機 能 や 情 報 問 の 関連 性 を 時 間 情 報 に 基 づ

いて解 析 す る ため の機 能 が充実 してい る。 また 、

T2Mapで は、 数 値 デー タを折 れ 線 グラ フや プ ロ

ッ トグ ラ フな どの形 で扱 うこ とが 可能 で あ り、こ

れ らを 年 表 形 式 で表 示 され た文 字 列 のデ ー タ と

組 み 合 わせ て 表 示す る こ とが 出 来 る(図1)。 こ

れ に よ り、 人 文科 学 分 野 だ けで な く、社 会 科学 、

自然 科 学 の 多様 な 情 報 を用 い な が ら、新 た な知 見

の発 見 に 資す る こ とを可 能 に してい る。

　 暦 法 の 違 い を吸 収:時 間情 報 の 取 り扱 い に は、

和 暦 、西暦 とい っ た暦 法 の違 い の問 題 が存 在 す る。

これ は 、 空 間情 報 をGISで 扱 う際 の座 標 系 の 問

題 と よ く似 てい る。T2Mapで は、 基 準 とな る時

間 軸 を 汎用 性 の 高い ユ リ ウス通 日にす る こ とで 、

異 な る暦 法 で表 現 され た時 間 情 報 を 同 じ時 間軸

上 に 表 示す る こ とを実 現 して い る。ユ リウス 通 日

は 、紀 元 前4713年1月1日 正 午 か らの通 算 日数

で あ り、 改暦 な どに伴 う不連 続 が な い(西 暦 も、

1582年10,月 に ユ リウス暦 か ら現行 の グ レ ゴ リ

オ暦 に改暦 され た際 に10日 間 の 不連 続 が あ る)。

こ の特 徴 を活 か し、ユ リウス通 日は天 体 の運 行 を

計算 す る こ とな どに も しば しば 用 い られ て い る。

T2Mapで は、 このユ リ ウス 通 日に複 数 の暦 の 日

時 を対応 させ る こ とで、異な る暦 法 に よる時 間の

情 報 で あ っ て もそ の 時 間 的 な 関係 の解 析 を 可能

に して い る。ま た、暦 が存 在 しない よ うな地 質年

代 の情 報 も、ユ リウス通 日を負 の 値 と して過去 に

拡 張 す る こ とに よ り取 り扱 うこ とが 出来 る よ う

に して いる。

4.T2Mapに よ る 時 間 情 報 解 析 の 考 え 方

　 上 述 の よ うに 、T2Mapは 時 間 情報 に特化 した

解 析 ツ0ル であ る。 ここで は 、このT2Mapが 提

供 す る時 間情 報 に基 づ いた解 析 に つ い て、現 在実

装 作 業 中の 機 能 も含 め て解 析 事例 に 沿 っ て その

考 え方 を紹 介す る(図2)。

　 T2Mapで は 、デ ー タ が表 示 され る単位 を レイ

ヤ と呼 ん でい る(図1)。 レイ ヤ は横 方 向に 時間

軸 を設 定 してお り、左 か ら右 へ 時 間 が進 む。 レイ

ヤ に は、大別す る とデー タ レイ ヤ とマ ス ク レイヤ

(解析 内容)

経済指標がマイナスで、新聞も不景気に関する記事を掲載 しているときに、

議会ではどのよ うな議論がされていたのか?

1.マ ス クの 生 成 2.マ ス ク の 加 工

(1)数 値データの検索結果か らマスクを生成

経済指標の経時変化（マスク1）

,指標がマイナスの期間

（マスク3） マスク1と2の 論理積

3.マ ス クによる情 報 の抜 き出 し

議事録

(2)文 字列データの検索結果か らマスクを生成

新聞記事（マスク2）

「不景気」 を含む記事 (解析結果)
マスク3を 使って抜き出 し

図2:T2Mapに よる時間情報に基づ く解析の事例

1.マ スクの生成、2.マ ス クの加工、3.マ スクによる情報の抜き出しを繰 り返 し

なが ら、情報間の関連性 を時間情報に基づいて解析 してゆ く。
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が あ り、そ れ ぞれ 役 割 が 異 な って い る。

デ ー タ レイヤ:年 表 の よ うに文 字情 報 を表示 す

るた め の文 字 列 レイ ヤ と数 値 情 報 を折 れ 線 グ ラ

フや プ ロ ッ トグ ラフ と して表 現す る数 値 レイ ヤ

があ る。文字 列 レイ ヤ では 、横 方 向の バー と して

各 イ ベ ン トが生 じた期 間 を表 現 す る。期 間 を示す

バ ー を ク リ ックす る こ とに よ り、イ ベ ン トの詳 細

を見 る こ とが 出来 る。文字 列 レイ ヤ や数 値 レイヤ

は与 え られ たデ ー タ に基 づ いて 作成 され る。基 と

な るデ ー タ は、T2Map用 の ス キー マ に基 づ い た

XMLフ ァイル も しくはCSVフ ァイル か らイ ン

ポー トされ る。

マ ス ク レイヤ:解 析 を行 うた めの特 殊 な レイ ヤ。

各 イ ベ ン トは時 間範 囲 の み を持 ち 、イベ ン トと し

ての 内 容 は無 い。検 索 結果 や 特 定の デ ー タに 基づ

いて 作 成 され る。マ ス ク レイ ヤ間 で は論 理積 ・論

理 和 ・否 定 の論 理 演 算 が可 能 で あ り、これ らを利

用 して解 析 内 容 に 合 わ せ た マ ス ク レイ ヤ の加 工

を行 う。この マ ス クが 示す 期 間 に基 づ いて 他 の文

字 列 レイ ヤや 数 値 レイ ヤ か ら必 要 とす る期 間 の

情 報 を抽 出す る。

　 以 下 、図2の 例 に 基 づ いてT2Mapを 使 った解

析 の 考 え方 につ い て説 明 す る。

(1)マ ス クの 生成

　 マ ス クは 、数値 デ ー タや 文 字 列デ ー タ の検 索結

果 か ら作成 す る方 法 と、任 意 の デー タ か ら直接 生

成 す る方 法 が あ る。図2で は、検 索 に よ る作 成方

法 を示 して い る。 数 値 デー タの場 合 は 、 「特 定 の

値 以 上 」等 の検 索条 件 を満 た す期 間 の集 合 と して

マ ス クが 作成 され る。 …方 、文 字列 の場 合 は 、特

定 の キー ワー ドを含 む イベ ン トの期 間 の集 合 と

して マ ス ク が作 成 され る。図2の 例 で は、数値 デ

ー タの 場合 が 「経 済指 標 が マイ ナ ス」 とい う条件

で、 文 字 列 デー タの 場 合が 「『不 景気 』 を含 む記

事 」とい う条件 でそ れ ぞれ 新 た なマ ス ク レイ ヤが

生 成 され て い る。

　 また 、単 純 に検 索 され た期 間 の集 合 だ けで な く、

検 索 条 件 に合 致 した 時 点 を基 準 に してマ ス ク を

伸 張 させ る機 能 につ いて も検 討 を行 って い る。こ

れ に よ り、 「地震 発 生 か ら1週 間以 内」、 「政権 交

代 の 前後3日 」な どの期 間 を持 つ マ ス クを 作 る こ

とが 出 来 る。

　 任意 の デー タか らデ ー タ を作成 す る場 合 は 、マ

ス ク とす る期 間 を記 述 したデ ー タ をCSVフ ァイ

ル 等 か ら読 み 込 ん で作 成す る。潮 汐や 月 の満 ち欠

け、四 季 な どの繰 り返 し生 じる現象 、天皇 や 将 軍

の 在 位 期 間 な どの 基 礎 的 な デ ー タは この 方 法 で

作 成す るほ うが容 易 で あ ろ う。

(2)マ ス クの加 工

　解 析 内容 に合 わせ て 、マ ス ク レイヤ 間 の論 理 演

算 を行 い 、必 要 なマ ス ク を生成 す る。図2の 例 で

は 、 「経 済 指標 が マ イ ナ ス」 か つ 「新 聞 が不 景気

に 関す る記 事 を掲 載 してい る」とい う2つ の条件

を 同時 に満 たす 期 間 を求 め よ う と して い る。この

場 合 、それ ぞれ の検 索 結 果か ら生成 され た マス ク

レイ ヤ(マ ス ク1、2)の 論 理 積 を 取 る こ とで 、

必 要 とす る期 間 を示 す マ ス ク レイ ヤ を生 成 す る

こ とが 出 来 る。こ のほ か に、マ ス ク レイ ヤ 間の論

理 演 算 と して論 理 和 、否 定 が 可能 で あ る。特 定 の

条件 に 当 ては ま る期 間 を 除 外 した い 場 合 な どに

否 定 は 有効 で あ る。

(3)マ ス クに よる情 報 の抜 き 出 し

　 作 成 したマ ス ク レイヤ を使 っ て、別 の デー タ レ

イヤ か ら情 報 を抜 き 出す 。つ ま り、マ スク で示 さ

れ た期 間 に含 まれ るイ ベ ン トを 別 の デ ー タ レイ

ヤ か ら抽 出 し、新 た な デー タ レイ ヤ を生 成す る。

図2の 例 で は、条件 に 当ては ま る期 間の 議事 録の

情 報 を抜 き 出 して い る。無 論 、抜 き 出 した情 報 に

よ る デー タ レイ ヤ を使 って 新 た に マ ス ク レイヤ

を生 成 す るな どの解 析 が 可能 で あ る。

　 この よ うな操 作 を繰 り返す こ とに よ り、複 数 の

デ ー タ レイ ヤ に 示 され た 情 報 を 時 間 情 報 に基 づ

い て解 析 し、そ の 関連性 を解 析 して ゆ く こ とが 可

能 にな る。この よ うな マ ス クを使 っ た独 自の解 析

機 能 の ほ かに、移 動 平 均 の計 算や 周 期 性 の解 析 と

い っ た統 計 解 析 を 行 う一 般 的 な機 能 も実 装 して

ゆ く予 定 で ある。

5.今 後 の 展 開

(1)空 間 情報 との連 携 と時空 間 アー カイ ブ

　 T2Mapは 時 間情報 につ い てGISの よ うな表

示 ・解 析 を行 うこ とが出 来 る、い わば 「時 間情 報

版 のGIS」 であ る。 当然 、　GISが 利 用 され てい

る分 野 ではT2Mapが 適 応 で き る場 も少 な くない。

特 に 、多 種多 様 な情 報 を連 関 させ な が ら地 域 間の

関係 を 比較 して ゆ く よ うな 地 域 相 関研 究[10]に

お い て は、 時 間情 報 は重 要 な情 報 の接 点 で ある。

さ らに 、T2MapとGISを 組 み合 わ せ るこ とに よ

り、時 間 ・空 間 の両 面 か ら事象 を捉 える こ とが可

能 に な って ゆ くと思 われ る。

　 例 え ば、人 文科 学 的 な文 化資 源 情報 や 自然科 学

的 な 数 値 情 報 を 時 空 間情 報 をベ ー ス とす るイベ

ン トと して捉 え、これ らを総 体 した アー カ イ ブ と

して ま とめ上 げ る と と もに、そ れ らに 関す る解析

ツール を整 備 して いけ ば、イ ベ ン ト間の 関係 性 を

発 見 し、地 域や 領 域の 動 的 な 関係 を総 合 的 に理解

す る こ とが で きる で あ ろ う。 さ らに 、環 境破 壊 、

農 業 、自然 災害 な ど、そ のイ ベ ン トを説 明す るテ
ー マ を複 数 個 記 述 した もの を付 加 的 に記 述す る

こ とで、テ ーマ値 に基 づ く検 索や 解 析 を容易 にす
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図3:空 間 ・時間 ・テーマの3軸 の3次 元空閲における事象と事象間の相互 関係

空 間展開面はGISの 考 え方 、時間展開面は従来の年表の考 え方である。　T2Mapは この時間展開

面に対 して有効 な解析手段 を提供する。さ らに、GISと 協調 してゆ くことによ り、時間、空間

の両面か ら物事 を捉 えることが可能となる。

る こ と可能 で あ る。一 般 に 、アー カイ バ ル ・デ ー

タは 、それ 自身 の性 格 を把 握 して い な い研 究者 に

とっ ては 検 索 や分 析 は 比較 的 困 難 な こ とが 多 い。

しな しなが ら、こ のテ ー マ情 報 の 導入 を図 る こ と

に よ り、そ の ア ー カイ ブ ズ に含 まれ るデ ー タの性

格 に 不 案 内 な研 究者 で あ っ て もマ ク ロな 検 索 用

語 で デ ー タ を発 掘 して い く こ とで 他 の デ ー タ と

の 突 き合 わせ に よる新 た な発 見 に つ な が る こ と

が 可能 とな る(T2MapのThemeに 相 当す る部

分)。 これ に よ り、す べ て の アー カ イバ ル ・デー

タ は、時 間軸 、空 間 軸 、テ ー マ 軸か ら成 る3次 元

空間 上 で表 現 で き る(図3)。 これ らのデ ー タ を

空 間軸 とテー マ軸 で構 成 され る 空 間展 開 面 上に

投 影 し て 表 示 や 解 析 と行 う た め の ツ ー ル が

Hu-Mapを は じめ とす るGISに 相 当 し、 時 間軸

とテ ー マ 軸 で 構 成 され る時 間 展 開面 上 に投 影 し

て表 示や 解 析 を行 うものがT2Mapで あ る。

　 さ らに、様 々な解 析 の結 果 が 必 要 に応 じて共 有

の ア ー カ イ ブ ズ へ 還 元 され る仕 組 み が 導 入 され

れ ば 、あ る研 究者 に よっ て収 集 され た デ ー タや解

析 の 結 果 か ら得 られ た 仮 説 な どが 他 の研 究 者 た

ちに よ る さ らな る知 見 の発 見 に 寄 与す る仕組 み 、

い わ ば、共 同作 業 に よ る知 見や 知 識 の 蓄積 一 「共

創 」の仕組 み を実 現 で き る可能 性 もあ る。従 来 の

よ うな 特定 分 野 毎 に 縦 割 り的 に 行 わ れ て き た知

識 の共 有 では な く、よ り広 い共 有 の 場 、フォ ー ラ

ム を研 究の 基盤 とす る考 え方 であ り、これ に よ り、

異分 野 間で の 協 業 や 新 た な 発 見 が促 進 され る で

あ ろ う。

(2)辞 書 との連携

　 T2Mapを 利用 す るた め には ツー ル本 体 だ け で

な く、利 用 に必要 な基本 的 な デー タ を整 備 してお

く必 要 もあ る。例 えば、諸 外 国の 暦 を扱 うた めに

は、 暦 問の 変換 テ ー ブル が必 要 で あ る。 これ は、

先 述 の ユ リ ウス 通 日に それ ぞ れ の 暦 を対 応 させ

た もの を用 意 してお けば よい。ま た、天 皇や 将 軍

な どの在位 期 間 のデ ー タ、平安 ・鎌 倉 ・室町 とい

った 時代 区分 に 関す るデ ー タ 、歴 史 上 の代 表 的 な

事件 を集 めた歴 史 年表 デ ー タ な ど、時 間 情報 を扱

う上 での基 本 デー タ も必 要 に な る。 これ は 、GIS

を利 用 す るの に行 政 界 や 地 形 な どの 基 本 的 なデ
ー タ が必要 に な るこ とに相 当す る

。 また 、Time

Period　 Directory[11]な どの 時間 名 に 関す る情 報

源 や 時 間情 報 で整 理 され た デ ィ レク トリサー ビ

ス[12】と連携 す る こ とで 、そ の利 用 の 幅が広 が っ

て ゆ くこ とが期待 され る。

　 上 述 のテー マ 軸 にお い て も、意 味 の シ ソー ラス
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や オ ン トロ ジー の整 備 が 必 要 とな る。 も とよ り、

特 に 意 味 の オ ン トロ ジー を整 備 す る こ とは難 し

い作 業 で あ る が、利 用 す る研 究者 が 自 らの 分 野や

関 心 に 基 づ い た オ ン トロ ジ ー を 作成 して他 の 研

究者 に も共有 す る仕 組 み を導 入 し、相補 的 に オ ン

トロジー を構 築 して い くこ とが 想 定 され る。

(3)イ ン ター フ ェー ス機 能 と して

　 T2Mapは 年 表や グ ラ フ を表 示 す る た めの ビュ

ワー として も十 分 な機 能 を持 って い る。この ため 、

T2Mapか ら検 索や 解 析 な どの複 雑 な機 能 を廃 し、

これ を 時 間情 報 の 表 示 を行 うた め だ けの イ ン タ
ー フ ェー ス と して利 用す る こ と も想 定 され る。時

間情 報 を持 つ デ ー タベ ー ス に対 し問 い合 わ せ を

行 い、結 果 を年 表 形 式 でT2Map上 に表 示す るの

で あ る。これ は 、T2Mapが 研 究 目的 だ けで な く、

アー カイ ブ の構 築 とい っ た事 業 的 な用 途 に も適

用 で きる こ とを 示 して い る。これ に つ いて は人 間

文 化 研 究 機 構 の 人 間 文 化 研 究 資 源 共 有 化 推 進 事

業に お いて 現在 進 め られ て い る ところ で ある。

6,あ とが き

　T2Mapは データ表示などの基本的な機能の構

築はほぼ終えているものの、本格的な解析機能の

構築はこれからである。これについては、プラグ

イン形式で解析機能を追加する仕組みがあれば、

特定の学問分野や地域に特化した解析機能を自

由に作成できる可能性もある。

　T2Mapは 、多種多様な情報を組み合わせて

様々な解析を行い、それに基づいて新たな時系列
のデータ(年 表)を 作成するという、新たな発想

のもとに構築された解析ツールである。この点で、

旧来の年表作成ツールともGISと も異なる全く

新しいタイブのツールであるといえる。歴史学や

考古学のように時間情報を直接扱 う分野だけで

なく、思想、経済、政治、そして、様々な情報を

総合的に扱 う必要がある地域研究や民族学研究

な ど、人文 社 会科 学 の諸 分 野 にお い てT2Mapは

大 きな貢 献 を果 た す もの と思 われ る。
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